
慧海潮音著r掴裂邪網編』

の刊年について

梅谷文夫

慧海潮音のr掴裂邪網編弾出定後語』二巻

二冊『付録金剛索弾赤保保』一巻一冊は，文政

十二年に，伊勢の森島田文によって，三冊揃

いで刊行されたものである。『付録金剛索弾赤

保保』の巻末（18ウ）に，各版とも，

文政己丑新鍋

　　南陽堂蔵版（印）

の刊記を入れているが，これは，もともと，

初版のものである。下に模刻されているr勢

南森島図書之記」の陽刻印は，森島田文の印

である。初版は稀槻の本で，広く流布してい

る再版の各種印本には載せていない森島田文

の序が，巻上の首におさめてある。参考まで

に，次にそれを写しておこう。

掴裂邪網編序

黄帝遊乎赤水之北。登乎毘器之丘。而南望

帰還。遺其玄珠。使知索之而不得。使離朱

索之而不得。使喫詣索之而不得。乃使象岡。

象岡得之。是錐固出於荘周之萬言。而意正

適仏教。蓋有為見解局校量長短。真者不可

因跡而索。因跡而索。則真智隠於念慮之中。

不能見実理。必無為所以能有得子此也。錐

然未了之士。先緋邪正本末而後応適道。是

以仏姑説一念。説無量。説有説無。説大説

小。説一説二。説方説円。説西説東。惟是

一味之法。而応機之方便。大悲之善巧也。

至究覚則鈴羊掛角。無跡可見。所謂無法ア

77

之与人。無一字之可説。尋思路絶心境都冥。

而真智妙用現焉。若徒局校量長短。則弥推

弥隠。遂不与道契。不与道契。則群疑因以

生。群疑因以生。則邪説暴行競起。共害亦

靡所不至。昔北魏崔浩勧武帝。焚鍛経像。

坑殺沙門。行路見棄像。必下車溺之。後有

罪腰斬干市。命溺其口。衆亦競溺其屍以称

快。唐太史令億楽性不信仏。集石像以為噂

瓦之用。嘗対太宗日。仏之西方之桀賠。無

補国家。臣非不悟。鄙不学也。帝深悪共言。

後得悪疾。偏身康燗。号叫而死。是皆史籍

所載。近世有富永仲基者。読仏説。未得共

骨髄。綾著皮毛外。以建邪議。共書称出定

後語。篇取旧説。捜索異同。矯揉憶断。妄

賠大乗。以諸教乃為後人妄説。難従古誕仏

者儘多。未有甚於仲基者。天刑不許。晩亦

感悪疾自悔。蟄身一室以終。後又服天遊者

逐其臭。著赤保保。果復癩狂。投井中而死。

此挙同日之談。其報不可遭。仏説三報。是

其現報者。而宿因擬当果。故於受者有遅速

異。世人面見罪報之不均。蔑視因果。又党

邪議都疑仏説。或亦有好事者。主張之。称

以千古確論。故後学雷同相襲。熾犯誹法之

罪。今也仏法弘流。海内不之碩学明智之人。

然而徒坐視不介意。未聞能有關之者。尤可

嘆之甚突。東都駒山潮音首座。有発償乎此。

乃著掴裂邪網及金剛索二篇。実一人当千。

錐邪党発起。必所触無全手応手而断突。謂

斉其功於古竜樹亦可。故与借謀之。授副馴

氏。若是書一出。仏敵忽可潜繭糸孔中。惜

哉巨魁今既艶。不及親観之。願信邪説者。

宜於是書提醒以帰正路也。不然来報難測。

誠可催耳。而因果之説。原為執二辺者姑言

之。若及語自受用三昧。則錐鬼神不能知共

機。況顔孟失共智。管婁失其才。蘇張失共

辮。責育失共勇。鳴呼。大乎哉是道也。不

由他悟。人素自体不知而已。

文政十一年戊子晩冬

　　伊勢　　旧華居士撰
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菅牛鳴拝書

　再版でこの序が除かれたのは，版木が森島

の手を離れたからであろう。そのほかは初版

の版木で刷られている。

　竜谷大学図書館所蔵の初版本r付録金剛索

弾赤保保』（022，35．1、貴重書）は，干II記の後

の余白に，潮音の自筆で，

施入竜谷大講堂

以供大衆護法用

文政庚寅歳三月

東都駒籠西教寺慧海潮音奮

の書入れのある本であるが，その後表紙の見

返しに，包紙の切抜であろうか，

製本所　伊勢松坂上職人町深野墨利助

と刷られた紙片が貼布されている。初版の作

製は，多分，深野屋が請負ったのであろう。

縦26，4糎，横18・4糎，再版の各種印本よ

り一まわり大きく，表紙は白色で，麻の葉に

吉兆文散らしの型押がなされている美麗な本

である。

　再版の各種印本については，調査がまだ行

きとどいていないが，『掴裂邪網編弾出定後語』

のみの二巻二冊本と，r付録金剛索弾赤保保』

を備えた三巻三冊本の二種類に，大別できそ

うである。二巻二柵で伝わるものの中には，

伝来の過程で，『付録金剛索弾赤課保』が分離

してしまったのではないかと、思われるものも

あるが，多くは，はじめから『付録金剛索弾

亦保保』を省いて売り出されたもののようで

ある。

　ところで，この二巻二冊本のなかには，刷

りの工合などから，三巻三冊本よりも早い時

期に刷られたのではないかと考えられるもの

があって，その上，初版が稀観で，あまり識

られていなかったこととか，現に竜谷大学図

書館に所蔵されている潮音自筆の初稿本『掴

裂邪網篇』（022，45，2．貴重書）についても，

また，あまり識られていなかったというよう

な残念な事情がそれにからんで，文政十二年

以前に，r掴裂邪網編弾出定後語』二巻二冊が

刊行されたことがあるのではないか，また，

r文政己丑新鏑」の刊記は，その後，r掴裂邪

網編弾出定後語』二巻二冊とr付録金剛索弾赤

保保』一巻一冊とが始めて一具で売り出され

た時のもので，初版のものではないのではな

いか，というような疑問がもたれてきた。初

版を知らずに，再版の各種印本だけを集めて

比較しているかぎり，このような疑問がもた

れるのはむしろ自然なことであったのではな

かろうか。わたし自身，竜谷大学図書館所蔵

の初版本r掴裂邪網編弾出定後語』（164・34・

1／2・）にめぐりあうまでは，やはり，「文政十

二年刊」と言い切る自信がなく，r掴裂邪網

編弾出定後語』巻下の本文の末尾に

文政二年歳次己卯末伽始羅月閣筆於東都駒

岳遊心法界楼南窓下

と書かれているのを鵜呑みにして，r文政二

年成，初刊年不明」などともっともらしいこ

とを言ったりした。r国書総目録』に，文政

十二年刊本よりも早い文政二年刊本が数本現

存しているかのごとく記してあるのも，国書

研究室が編集の資料とした各図書館の目録の

記載の不備に起因するものと想像しているが，

根は同じ誤りである。

　上に引いた文政二年閣筆の記事は，刊本の

本文が成った時期ではなく，実は，初稿が成

った時を記念する記專なのである。r付録金

剛索弾赤保保』の本文の末尾にも，同じよう

に3

文政辛巳仲春上洗第九日投筆於駒箆山東涯

普光堂円窓下

と書かれているが，これ，も初稿が成った時を

記念する記事で，刊本の本文が成った時期と



考えるのは誤りである。

潮音は，文政二年に，初稿r掴裂邪網編弾

出定後語」二巻を書きあげ，ついで文政四年

に，初稿「金剛索弾赤保保邪説」を書きあげ

て，文政五年に，これを二冊に製本した。

「金剛索弾赤保保邪説」は「掴裂邪網編巻下弾

出定後語」の後に合綴されている。刊本では，

r出定後語』の問題の箇所を一字下げで引用

し，その後にr破目」として自説を開陳して

いるが，初稿は，まだ，そのようなスタイル

では書かれていないo

　潮音が手にしたr出定後語』は再版第一種

本であろうから，その包紙に，r近年勢州本

居翁所著ノ玉勝間二此書ヲ賞誉セラレシヨリ

四方ノ君子ノ索ヲ蒙ルコト頻ナリ」と版元の

口上が刷りこまれているのを，もちろん，見

たであろうし，おそらく『玉勝間』八の巻の

「出定後語といふふみ」の章にも目を通した

ことであろう。潮音が無相文雄の『非出定』

を評して，r其書簡略破斥未足」（題言．2オ）

と述ぺているのは，それが経論の引証に雑で

あったがために，宣長に，「ひたぶるに大声

を出して，ののしりたるのみにて，一くだり

だに，よく破りえたることは見えず，」と酷

評されたのが，いかにも残念でならなかった

からであろう。刊本に付したr凡例」の中で，

擬人多疑慮難挙経論等亦誘其実今録巻楮以

求尋検後人勿厭繁縷

と述べているように，執箪にあたって潮音が

もっとも意を用いたのは，『出定後語』が論

拠として引いている経論の文句と，潮音がそ

の辮駁の論拠として挙げた経論の文句のそれ

ぞれについて，読者が自ら原典にあたって両

者の立論の適・不適を検討し得るよう，一々，

巻数紙数を明示して，検索の便をはかったこ

とである。宣長の「かの道のまなぴよくした

るほうしといふとも，此出定をぱ，えしもや

ぶらじとこそおぽゆれ，」ということばをは
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ねかえすような緻轡な辮駁を構築しなければ，

護法の資とはならないと考えた潮音の気組が，

その仕事ぶりにはっきりとあらわれている。

（もっとも宜長のことぱは，潮音の仕事に

もそのままあてはまるというのが，今日，大

方の評価である・）初稿もかなり丹念な仕凄

ぶりであるが，潮音がこれに満足していなか

ワたことは，自筆初稿本の巻末に，その後の

考案をしるした紙片が挾まれていることによ

って推察できるし，事実，刊本の本文は，初

稿にかなりの増補改訂が加えられて成ってい

る。おそらく，刊本の本文は，上梓のことが

具体化する文政十一年頃に，まとめられたも

のであろう。

　最後に，これも参考までに，自筆初稿本が

刊本と相違している、点について簡単に記して

おこう。

　書名は，薄褐色の表紙の左肩に直に「掴裂

邪網篇　上」r掴裂邪網篇付録金剛索　下」と

それぞれ墨書してある。縦25，0糎。横17。4

糎。r凡例」は無い。巻上の首に，刊本では

省かれた次の序を載せている。

掴裂邪網編序

暫者不　黒白。而疑人之　黒白。則縦令経

千載。覚弗能諭之突。肉眼不見天眼之所照。

天眼不識慧眼之所了。而容疑於夫不見不識

之間者。則共惑1喩夫瞥者。堂蕾千百而已乎。

縦令有離婁之明。師唾之聰。肉眼寛不能識

慧眼之境。不識而疑。貴可不謂至愚乎。若

夫至修得彼。乃無尽境界明々了々。猶如視

掌中奄摩羅菓。則却塊前疑之極大夷。喩之

如夫暫者。一旦酪然。両目忽明。而自辮黒

白。則却塊前疑人之辮黒白之極大臭。近頃

有一士。恣披閲大蔵。而擬諸祖之指南。信

自之胸臆。而穿一大邪坑。加之酷慧捷辮。

至謂我之大乗諸修多羅。威後人虚設也。猶

均醤者。罵謂日月有大光明。万物威在此中。

乃人之虚設臭。筍具慧眼者。誰不流涕乎。
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自着書。題謂出定後語。承風徒襲重之。恰

如金科玉条突。鳴呼悲哉。時今属澆季。人

無実行。好趨新奇。蚤不排之。則蔓延盛大。

終一首引衆盲。皆堕深坑突。予友駒山音上

人。学識淵博。才　雄朗。恒以護法為懐。

一閲此書。或悲或慨。疾欲扶彼妄膜。開衆

之慧眼。採筆就藁。不日成両冊。題謂掴裂

邪網編。博援経論。治掲正理。盲馨頓消。

仏日増光。宣不一大法裏乎。恨不使起夫一

士子黄泉下。如夫曹者一旦酪然。両目忽明。

而自　黒白。則却塊無疑人之耕黒白之極大

突。翼承彼邪風徒。熟読此編。乃為翻前之

諦舌。而翼賛我之真乗。則作者之悲懐。正

可謂尽干斯而巳夷。若夫徒至稻上人之学識

才辮者。乃尚未免暫者之域云亦。

　文政壬午夏五月，

　　　　　　　　東都喧丘沙門蕊和南

　なお，第一紙の折の間に，この序の初案を

記した紙片が挾まれている。

瞥者従来不辮黒白而疑他人辮黒白縦令経千

歳寛弗能諭焉肉眼不見天眼所照天眼不識慧

眼等所了而容疑不見不聞之境者則其惑験彼

啓者夷難有離婁之朋師唾之聰肉眼不能識天

眼慧眼之境況於法眼仏眼乎若円具五眼者無

尽境界明々了々猶視掌中花摩羅菓也亦輿疑

焉曾有一士恣披大蔵而擁諦祖指南吻作一書

号日出定後語乃云大乗修多羅皆是後人偽造

承風之徒信受其語恰如金科玉条吾友　潮音

師一閲此書以護法為懐将扶彼盲膜採筆就稿

不日成両巻題日掴裂邪網編博援経論諸書治

掲正道正理盲馨頓消魔網已裂翼承邪風徒熟

読此編翻転彼傍舌翼我真乗則作者悲心尽於

此而已若徒称上人学識才智未免瞥者之域去

外文政壬午夏五月

付記　貴重図書の閲覧につき，再三御配慮

　いただいた竜谷大学図書館に，紙面を借

　りて，篤く御礼申しあげる。


